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あらまし  

セキュリティインシデントに的確に対処するために

は，フォレンジック調査が必要となる．フォレンジック

調査は多くの場合，専門の調査会社によって請け負われ，

依頼者と調査会社の間でリスクコミュニケーションを通

じて調査内容を検討する．しかし，依頼者と調査会社で

は有する知識やバックグラウンドが異なり，リスクコミ

ュニケーションがうまくいかない現状がある．依頼者と

調査会社には，共通の目標として「費用対効果が最良と

なる調査内容を選定する」ことがあるが，リスクコミュ

ニケーションがうまくいかないことにより，目標が達成

されないという問題がある．そこで，本稿では，フォレ

ンジック調査選定を支援するリスクコミュニケータを提

案する．本リスクコミュニケータは，依頼者と調査会社

のやりとりを仲介・調停し，最も費用対効果が高い調査

を自動的に選出するものである．また，リスクコミュニ

ケータの実装に際して，フォレンジック調査選定を離散

最適化問題として定式化する．そして，提案手法の利用

可能性を机上検討により確認する．  
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